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成
長
力
秘
め
た

大
動
脈

日
本
・
南
ア
ジ
ア
を
結
ぶ

協
力
・
交
流

　
南
ア
ジ
ア
地
域
の
総
人
口
の
７
割
、
国
内

総
生
産
（
G
D
P
）
の
８
割
を
占
め
る
イ
ン

ド
は
、
同
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
年
、
周
辺
国
へ
の
経

済
支
援
は
積
極
的
に
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
こ
に
中
国
が
接
近
し
、
経
済
支
援
や
武
器

支
援
、
貿
易
拡
大
な
ど
を
通
じ
て
南
ア
ジ
ア

に
お
け
る
影
響
力
を
強
め
て
い
る
の
だ
。
中

国
の
こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
す
る
警
戒
心
を

背
景
に
、
昨
年
５
月
に
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
持
つ
ナ
レ
ン
ド
ラ
・
モ
デ
ィ
氏
が
首

相
に
就
任
し
て
以
降
、
イ
ン
ド
も
周
辺
国
に

対
し
て
よ
り
協
力
的
な
姿
勢
を
示
す
よ
う
に

な
っ
た
。

　
日
本
は
こ
れ
ま
で
、
南
ア
ジ
ア
地
域
と

A
S
E
A
N
地
域
を
結
ぶ
交
通
網
の
整
備

や
、
ス
リ
ラ
ン
カ
最
大
の
港
湾
で
あ
る
コ
ロ

ン
ボ
港
の
開
発
な
ど
を
進
め
て
き
た
。

　「
こ
れ
ら
の
大
型
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
、

南
ア
ジ
ア
諸
国
間
の
貿
易
や
、
域
外
諸
国
と

の
交
易
を
加
速
さ
せ
る
も
の
で
す
。
中
長
期

　
多
く
の
民
族
、
宗
教
、
文
化
、
言
語
な
ど

が
入
り
混
じ
り
、
経
済
規
模
も
政
治
シ
ス
テ

ム
も
国
に
よ
っ
て
異
な
る
南
ア
ジ
ア
地
域
。

そ
れ
で
も
一
帯
の
国
々
は
、
や
は
り
文
化
的

な
連
続
性
を
持
っ
て
い
る
。

　
日
本
の
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
同
じ

ア
ジ
ア
圏
と
は
言
え
、
南
ア
ジ
ア
は
地
理
的

に
も
心
理
的
に
も
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
比
べ

る
と
遠
く
、
同
地
域
の
情
報
に
触
れ
る
機
会

成
長
加
速
す
る
も
、

域
内
協
調
は
課
題

は
意
外
と
少
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
南
ア
ジ
ア
に
は
、貧
困
や
所
得
格
差
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
開
発
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
今
日
、〝
世
界
で

最
も
急
速
に
成
長
す
る
地
域
〞
と
し
て
、
注

目
を
集
め
つ
つ
あ
る
の
も
事
実
だ
（
世
界
銀

行
２
０
１
４
年
「
南
ア
ジ
ア
経
済
報
告
」）。

地
政
学
的
に
も
、
東
南
ア
ジ
ア
と
中
東
を
つ

な
ぐ
交
易
路
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
同
地

域
の
社
会
的
安
定
と
経
済
発
展
は
、
日
本
に

と
っ
て
も
戦
略
的
な
重
要
性
を
持
つ
。

　
南
ア
ジ
ア
地
域
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
い

く
つ
か
考
え
方
が
あ
る
が
、
１
９
８
５
年
に

発
足
し
た
南
ア
ジ
ア
地
域
協
力
連
合
（
S
A

A
R
C
）
の
現
加
盟
国
は
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ

ン
カ
、
ネ
パ
ー
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
、
ブ
ー
タ
ン
、
モ
ル
デ
ィ
ブ
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
８
カ
国
と
な
っ
て
い
る
。

　
S
A
A
R
C
の
実
態
は
と
い
う
と
、
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
A
S
E
A
N
）
に
比
べ
、

域
内
間
の
経
済
活
動
は
鈍
く
、
ま
と
ま
り
も

弱
い
。
協
調
を
妨
げ
る
最
大
の
要
因
は
、
イ

ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
政
治
的
対
立
だ
。
両

国
は
、
１
９
４
７
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立

す
る
際
に
、
宗
教
問
題
が
原
因
で
分
離
独
立

し
、
そ
れ
以
来
、
対
立
を
続
け
て
い
る
。
こ

の
他
に
も
、
域
内
の
輸
送
費
や
関
税
が
高
い

こ
と
な
ど
、
課
題
は
多
い
。

　「
複
雑
な
課
題
を
抱
え
る
南
ア
ジ
ア
の
現

状
を
理
解
す
る
上
で
は
、
中
国
の
動
向
に
も

注
目
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」。
国
際
基

督
教
大
学
の
近
藤
正
規
氏
は
こ
う
指
摘
す

る
。 特

集  
南
ア
ジ
ア

世
界
全
体
の
４
分
の
１
に
近
い
約
16
億
人
の
人
口
を
抱
え
る
南
ア
ジ
ア
地
域
。

政
治
問
題
や
開
発
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
急
速
に
経
済
発
展
を
続
け
て
い
る
。

同
地
域
の
潜
在
力
と
、
各
国
に
寄
り
添
う
日
本
の
協
力
に
迫
る
。

的
に
、
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
関
係
が
改

善
す
れ
ば
、
経
済
発
展
の
効
果
は
南
ア
ジ
ア

地
域
全
体
や
域
外
の
地
域
に
も
波
及
し
ま

す
。
そ
う
な
れ
ば
、
S
A
A
R
C
の
結
束
も

強
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
、
近
藤
氏
は
予

測
す
る
。
現
時
点
で
南
ア
ジ
ア
に
拠
点
を
持

つ
企
業
が
さ
ほ
ど
多
い
と
は
言
え
な
い
日
本

に
と
っ
て
も
、
こ
の
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

は
、
将
来
的
な
進
出
拡
大
の
基
盤
と
な
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
念
頭
を
置
い

た
協
力
以
外
に
も
、
防
災
分
野
の
よ
う
に
日

本
の
知
見
や
技
術
協
力
に
対
す
る
期
待
は
大

き
い
。
例
え
ば
、
２
０
０
４
年
末
に
ス
マ
ト

ラ
沖
大
地
震
が
ア
ジ
ア
を
襲
っ
た
際
、
モ
ル

デ
ィ
ブ
の
住
民
を
津
波
か
ら
守
っ
た
の
は
、

日
本
の
支
援
で
建
設
さ
れ
た
防
波
堤
だ
っ

た
。
ま
た
、
全
世
界
の
貧
困
人
口
の
４
割
以

上
を
抱
え
て
い
る
南
ア
ジ
ア
に
対
す
る
貧
困

対
策
支
援
は
、
国
際
社
会
全
体
へ
の
貢
献
に

も
つ
な
が
る
。

　
最
後
に
、
開
発
課
題
へ
の
協
力
と
同
様
に

大
切
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
日

本
の
人
々
が
も
っ
と
南
ア
ジ
ア
を
「
知
る
」

こ
と
だ
。
同
地
域
は
イ
ン
ド
を
は
じ
め
、
総

じ
て
親
日
国
で
あ
る
一
方
、
日
本
と
の
間
の

文
化
や
学
術
面
な
ど
で
の
人
的
交
流
は
限
定

的
だ
。
互
い
の
国
を
訪
れ
る
旅
行
者
の
数
も
、

東
・
東
南
ア
ジ
ア
に
比
べ
る
と
圧
倒
的
に
少

な
い
。
よ
り
活
発
な
交
流
を
展
開
し
、
日
本

の
人
々
が
〝
南
ア
ジ
ア
ら
し
さ
〞
の
魅
力
に

触
れ
、
国
際
社
会
で
存
在
感
を
高
め
つ
つ
あ

る
こ
の
地
域
の
躍
動
の
息
吹
を
感
じ
る
こ
と

が
必
要
だ
。

出典：世界銀行統計（2014年）、外務省

05　                   November 2015 November 2015                       04

07　                   November 2015 November 2015                       06

©鈴木革



人口は世界第二位、
10年後には世界最大の国に

年1.2％
主な産業：農業、工業（自動車、バイク）、情報サービス

紛争終結から11年、
復興に向けて歩み続ける

主な産業：農業（果実、ナッツ）、宝石

年2.4％

インダス川流域に広がる
イスラム国家

2,469億ドル

主な産業：農業（コメ、小麦）、綿製品

年1.6％

1,410ドル

紅茶で名高い
教育と長寿の島

749億ドル

主な産業：農業（コメ、紅茶、ゴム）、衣料品

年0.8％

3,400ドル

インド洋に広がる
1,200の島々

30億ドル

主な産業：漁業（マグロ、カツオ）、観光

年1.9％

7,170ドル

パキスタンから分離、
水の豊かな「黄金のベンガル」

1,738億ドル

主な産業：農業（コメ）、衣料品

年1.2％

1,080ドル

バングラ
デシュ

アフガニ
スタン

インド

パキスタン

モルディブ

ヒマラヤ山脈をいただく
伝統と幸福の国

年1.5％

18億ドル
2,390ドル

主な産業：農業（コメ、果実）、水力発電

ブータン

77万人

2,064万人

1億5,907万人

スリランカ

3,163万人

36万人

201億ドル
670ドル

民主化の道を歩む
山岳の国

主な産業：農業（コメ、ムギ、ジュート）、繊維製品

年1.2％

ネパール

2,818万人

196億ドル
730ドル

1億8,504万人

12億9,529万人

2兆842億ドル
1,780ドル

S o u t h   A s i a

ブータン

バングラデシュ

インド

パキスタン

アフガニスタン

ネパール

スリランカ

モルディブ

特集 南アジア
成長力秘めた大動脈

編集協力：近藤正規　国際基督教大学教養学部上級准教授

成
長
力
秘
め
た

大
動
脈

日
本
と
南
ア
ジ
ア
を
結
ぶ

協
力
・
交
流

　
南
ア
ジ
ア
地
域
の
総
人
口
の
７
割
、
国
内

総
生
産
（
G
D
P
）
の
８
割
を
占
め
る
イ
ン

ド
は
、
同
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
年
、
周
辺
国
へ
の
経

済
支
援
は
積
極
的
に
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
こ
に
中
国
が
接
近
し
、
経
済
支
援
や
武
器

支
援
、
貿
易
拡
大
な
ど
を
通
じ
て
南
ア
ジ
ア

に
お
け
る
影
響
力
を
強
め
て
い
る
の
だ
。
中

国
の
こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
す
る
警
戒
心
を

背
景
に
、
昨
年
５
月
に
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
持
つ
ナ
レ
ン
ド
ラ
・
モ
デ
ィ
氏
が
首

相
に
就
任
し
て
以
降
、
イ
ン
ド
も
周
辺
国
に

対
し
て
よ
り
協
力
的
な
姿
勢
を
示
す
よ
う
に

な
っ
た
。

　
日
本
は
こ
れ
ま
で
、
南
ア
ジ
ア
地
域
と

A
S
E
A
N
地
域
を
結
ぶ
交
通
網
の
整
備

や
、
ス
リ
ラ
ン
カ
最
大
の
港
湾
で
あ
る
コ
ロ

ン
ボ
港
の
開
発
な
ど
を
進
め
て
き
た
。

　「
こ
れ
ら
の
大
型
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
、

南
ア
ジ
ア
諸
国
間
の
貿
易
や
、
域
外
諸
国
と

の
交
易
を
加
速
さ
せ
る
も
の
で
す
。
中
長
期

　
多
く
の
民
族
、
宗
教
、
文
化
、
言
語
な
ど

が
入
り
混
じ
り
、
経
済
規
模
も
政
治
シ
ス
テ

ム
も
国
に
よ
っ
て
異
な
る
南
ア
ジ
ア
地
域
。

そ
れ
で
も
一
帯
の
国
々
は
、
や
は
り
文
化
的

な
連
続
性
を
持
っ
て
い
る
。

　
日
本
の
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
同
じ

ア
ジ
ア
圏
と
は
言
え
、
南
ア
ジ
ア
は
地
理
的

に
も
心
理
的
に
も
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
比
べ

る
と
遠
く
、
同
地
域
の
情
報
に
触
れ
る
機
会

成
長
加
速
す
る
も
、

域
内
協
調
は
課
題

は
意
外
と
少
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
南
ア
ジ
ア
に
は
、貧
困
や
所
得
格
差
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
開
発
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
今
日
、〝
世
界
で

最
も
急
速
に
成
長
す
る
地
域
〞
と
し
て
、
注

目
を
集
め
つ
つ
あ
る
の
も
事
実
だ
（
世
界
銀

行
２
０
１
４
年
「
南
ア
ジ
ア
経
済
報
告
」）。

地
政
学
的
に
も
、
東
南
ア
ジ
ア
と
中
東
を
つ

な
ぐ
交
易
路
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
同
地

域
の
社
会
的
安
定
と
経
済
発
展
は
、
日
本
に

と
っ
て
も
戦
略
的
な
重
要
性
を
持
つ
。

　
南
ア
ジ
ア
地
域
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
い

く
つ
か
考
え
方
が
あ
る
が
、
１
９
８
５
年
に

発
足
し
た
南
ア
ジ
ア
地
域
協
力
連
合
（
S
A

A
R
C
）
の
現
加
盟
国
は
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ

ン
カ
、
ネ
パ
ー
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
、
ブ
ー
タ
ン
、
モ
ル
デ
ィ
ブ
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
８
カ
国
と
な
っ
て
い
る
。

　
S
A
A
R
C
の
実
態
は
と
い
う
と
、
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
A
S
E
A
N
）
に
比
べ
、

域
内
間
の
経
済
活
動
は
鈍
く
、
ま
と
ま
り
も

弱
い
。
協
調
を
妨
げ
る
最
大
の
要
因
は
、
イ

ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
政
治
的
対
立
だ
。
両

国
は
、
１
９
４
７
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立

す
る
際
に
、
宗
教
問
題
が
原
因
で
分
離
独
立

し
、
そ
れ
以
来
、
対
立
を
続
け
て
い
る
。
こ

の
他
に
も
、
域
内
の
輸
送
費
や
関
税
が
高
い

こ
と
な
ど
、
課
題
は
多
い
。

　「
複
雑
な
課
題
を
抱
え
る
南
ア
ジ
ア
の
現

状
を
理
解
す
る
上
で
は
、
中
国
の
動
向
に
も

注
目
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」。
国
際
基

督
教
大
学
の
近
藤
正
規
氏
は
こ
う
指
摘
す

る
。 特

集  

南
ア
ジ
ア

世
界
全
体
の
４
分
の
１
に
近
い
約
16
億
人
の
人
口
を
抱
え
る
南
ア
ジ
ア
地
域
。

政
治
問
題
や
開
発
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
急
速
に
経
済
発
展
を
続
け
て
い
る
。

同
地
域
の
潜
在
力
と
、
各
国
に
寄
り
添
う
日
本
の
協
力
に
迫
る
。

的
に
、
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
関
係
が
改

善
す
れ
ば
、
経
済
発
展
の
効
果
は
南
ア
ジ
ア

地
域
全
体
や
域
外
の
地
域
に
も
波
及
し
ま

す
。
そ
う
な
れ
ば
、
S
A
A
R
C
の
結
束
も

強
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
、
近
藤
氏
は
予

測
す
る
。
現
時
点
で
南
ア
ジ
ア
に
拠
点
を
持

つ
企
業
が
さ
ほ
ど
多
い
と
は
言
え
な
い
日
本

に
と
っ
て
も
、
こ
の
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

は
、
将
来
的
な
進
出
拡
大
の
基
盤
と
な
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
念
頭
を
置
い

た
協
力
以
外
に
も
、
防
災
分
野
の
よ
う
に
日

本
の
知
見
や
技
術
協
力
に
対
す
る
期
待
は
大

き
い
。
例
え
ば
、
２
０
０
４
年
末
に
ス
マ
ト

ラ
沖
大
地
震
が
ア
ジ
ア
を
襲
っ
た
際
、
モ
ル

デ
ィ
ブ
の
住
民
を
津
波
か
ら
守
っ
た
の
は
、

日
本
の
支
援
で
建
設
さ
れ
た
防
波
堤
だ
っ

た
。
ま
た
、
全
世
界
の
貧
困
人
口
の
４
割
以

上
を
抱
え
て
い
る
南
ア
ジ
ア
に
対
す
る
貧
困

対
策
支
援
は
、
国
際
社
会
全
体
へ
の
貢
献
に

も
つ
な
が
る
。

　
最
後
に
、
開
発
課
題
へ
の
協
力
と
同
様
に

大
切
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
日

本
の
人
々
が
も
っ
と
南
ア
ジ
ア
を
「
知
る
」

こ
と
だ
。
同
地
域
は
イ
ン
ド
を
は
じ
め
、
総

じ
て
親
日
国
で
あ
る
一
方
、
日
本
と
の
間
の

文
化
や
学
術
面
な
ど
で
の
人
的
交
流
は
限
定

的
だ
。
互
い
の
国
を
訪
れ
る
旅
行
者
の
数
も
、

東
・
東
南
ア
ジ
ア
に
比
べ
る
と
圧
倒
的
に
少

な
い
。
よ
り
活
発
な
交
流
を
展
開
し
、
日
本

の
人
々
が
〝
南
ア
ジ
ア
ら
し
さ
〞
の
魅
力
に

触
れ
、
国
際
社
会
で
存
在
感
を
高
め
つ
つ
あ

る
こ
の
地
域
の
躍
動
の
息
吹
を
感
じ
る
こ
と

が
必
要
だ
。

GDP

人口

人口増加率

一人あたりGNP（米ドル）
国旗

国名 凡例

出典：世界銀行統計（2014年）、外務省
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